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子供の移動自由性（Children Independent Mobility; CIM）とは，子供が大人からどの程度独立した移動が

許容されているかという考え方であり，近年，子供の移動のあり方を考える上で国際的に重要なファクタ

ーとなっている．CIMに着目した調査研究は，Policy Studies Institute によって，1971年に英国を対象に初

めて行われ，1990 年には英国と西ドイツ，2010 年には英国，ドイツを含め 16 カ国において実施され，年

次比較，ならびに国際間比較がなされてきた．その際， 6つのライセンスという考え方が用いられた． 

本研究では，この 6 つのライセンスという考え方に着目し，全国を対象としたアンケート調査結果を用

いて，日本における CIMに影響を及ぼす要因の検討結果について報告する．  
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1. はじめに 

 

「子供が大人からどの程度独立した移動が許容されて

いるか」は，Children Independent Mobility (CIM；子供の移

動自由性)と呼ばれ，近年，子供の移動のあり方を考え

る上で国際的に重要なファクターとなっている． CIM

が高ければ，子供の健康状態が良いといったことなど，

社会的にも良いとされる 1)．また，将来，大人になった

ときに，自らの子供の子育てのみならず，子供時代の経

験がまちづくりの考え方等に影響すると考えられるため，

CIMはまちづくりを含め，極めて重要なテーマであると

いえる．しかしながら，我が国においては，CIMに関す

る研究は極めて少ないたとえば，2), 3),  4), 5)．一方の海外に目を

向けると，1970年以降，Policy Studies Institute (以下，「PSI」

と記す) によって調査研究がなされてきた．このときに

CIMを評価する指標として，「6つの License」 という考

え方が提案された．この「License」は，自動車の運転免

許のように，自動車の運転が「許可された（License）」

という考え方に倣い，子供が単独で行動することを「許

可された（License）」と考えることによる．さて， PSI

は 1971年，1990年，2010年と 3時点にわたり，この「6

つの License」を用いて実態調査を行ってきた 1)． 

以上より，CIMは重要なテーマであるが，これまで日

本における CIM の実態は明らかにされていない．その

ため，著者らは全国を対象にしたアンケート調査結果を

用いて，日本におけるCIMの実態を明らかにしてきた 4)．

本研究では，このアンケート調査結果を用いて，日本に

おける CIM に影響を与える要因を探ることに資する分

析結果について報告する． 

 

 

2. 本研究で採用した CIM評価指標 

 

数多くの研究蓄積を残している PSIによって，CIMの

評価指標である「6 つの License」が開発された．これは，

自動車の運転免許のように，自動車を運転しても良いと
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いう許可という考え方に基づき，子供が単独で行動して

も良いという許可という意図である．  

本研究では，CIM を評価する指標として，PSI が提案

した 「6つの License」を利用することとした．具体的に

は，以下のとおりである． 

 

(1) 登校することができる 

(2) 学校以外の自宅近くへ歩いて行くことができる 

(3) 幹線道路を横断することができる 

(4) 公共交通を利用することができる 

(5) 幹線道路を自転車で通行することができる 

(6) 日没後に外出することができる 

 

なお，すべての指標は，子供が大人から独立して単独

で外出行動を行うことを意図している．以降では，

「(1) 登校することができる」を「CIM1」，「(2) 学校以

外の自宅近くへ歩いて行くことができる」を「CIM2」

「(3) 幹線道路を横断することができる」を「CIM3」，

「(4) 公共交通を利用することができる」を「CIM4」，

「(5) 幹線道路を自転車で通行することができる」を

「CIM5」，「(6) 日没後に外出することができる」を

「CIM6」と記す． 

さて，日本の場合，小学校 1年生になると，子供が単

独で登下校するケースがほとんどであるため，本研究で

は CIM1を除き，CIM2〜CIM6 までの 5 種類の CIM を検

討対象とした． 

 

 

3. 分析に用いたアンケート調査の概要 

 

本研究で実施したWebアンケート調査の概要を表-1に

示す．全国の小学生の子供を持つ親を対象に，もっとも

年齢の低い子供について，登下校の状況を含めた「6 つ

の License」の状況などをたずねた．都道府県別の傾向分

析を行うことができるように都道府県別に 87票以上と 

 

表-1 アンケート調査の概要 

 

表-2 CIMのSpearman の順位相関 

 

 

なるように，調査票を割り付けた．なお，調査結果の概

要については，宮崎ら 4)を参照されたい． 

 

 

4. CIM 相互間の関係性 

 

「6つの License」 のうち，日本では一般的に子供が単

独で行っている登下校を除いた5つのCIMの回答結果に

ついて考察を行う．本研究では，5つの CIMについて，

それぞれ許可する学年をたずねており，カテゴリカルデ

ータとして整理した．具体的には，「小学校 1年生まで

（には許していた）」を 1．以下，同様に「小学校 1年

生以降」を 2，「小学校 2年生以降」を 3のように，小

学校の 1学年ごとに 1つずつ選択肢を用意し，「小学校

の間は許すつもりはない」を 8とした 8段階のカテゴリ

カルデータによって CIM の状況を把握した．そのため，

Spearman の順位相関を用いて，CIM相互間の相関につい

て整理した（表-2）．ただし，CIM5 については，「自

転車を持っていない」「自転車に乗れない」という子供

もおり，これらの「自転車を利用できない子供」のデー

タを除外した 3,633 票のデータによって求めた．その結

果，概ね相関は低いようにみえるが，CIM3 の「幹線道

路を横断することができる」と CIM5の「幹線道路を自

転車で通行することができる」の相関が 0.529 とやや高

く，相関があるようにみえる． 

 

 

5. CIM に影響を及ぼす要因について 

 

(1) 自宅周辺の防犯や交通安全に対する意識と CIM の

許可状況 

海外事例をレビューした既往研究 6)より，「交通安全」

や「防犯」に関する安全性が CIM に影響を及ぼすと考

えられることから，「交通安全」や「防犯」に対する意

識が CIM に影響を及ぼすか否かについて確認すること

とした．図-1〜5 は自宅周辺の交通安全の状況とそれぞ

れの CIM の許可状況を整理したものである．その結果，

図-2の CIM3を除いては自宅周辺の交通安全について，

安全であると感じている割合が高いほど，子供が幼いう 

CIM2 CIM3 CIM4 CIM5 CIM6

CIM2 1.000 0.409 0.261 0.422 0.152

CIM3 0.409 1.000 0.415 0.529 0.246

CIM4 0.261 0.415 1.000 0.353 0.411

CIM5 0.422 0.529 0.353 1.000 0.289

CIM6 0.152 0.246 0.411 0.289 1.000
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表-3 CIM 別にみた子供単独の行動の許可状況別にみた有効回

答数 

 

※ その他は「自転車を利用できない子供」 

 

ちに許可をする傾向があるようにみえる．なお，表-3は，

CIM別に得られた子供の単独の行動を許可する学年の有

効回答数を整理したものである．これによると，CIM4

ならびに CIM6については，「小学 1年未満」で許可す

ると回答したサンプルが少ないことがわかる．そのため，

この 2つの CIMについては，「小学 1年未満」で「安

全」「やや安全」の「安全である」と回答している割合

が相対的に高くみえていることに留意する必要がある．

なお，図-1〜5 については，交通安全の状況について

「わからない」と回答したものを除いているため，表-3

のサンプル数とは一致していない．これは以降のグラフ

についても同様である． 

つぎに，図-6〜10 に自宅周辺の防犯に対する意識と

CIM の許可状況について整理した．その結果，図-10 の

CIM6 を除いては，概ね「安全である」と回答している

割合が高いほど，子供の単独の行動を許可する学年が低

い傾向にあることがわかる． 

 

(2) 人口密度とCIMの許可状況 

日本においては，都市部ほど小学校の密度が高く，ま

た徒歩圏に様々なものが立地している．そのため，CIM

が高いことが想定される．そこで，CIMと人口密度との

関係性について，図-11〜15 に整理した．なお，ここで

は，被験者の居住地の市区町村単位の人口密度を利用し

た．具体的には，2020年の国勢調査の結果を用いて人口

密度を整理した．その結果，どの CIM についても，

「小学 2年以降」の人口密度が高い．そして，「小学 3

年以降」よりも許可する学年が遅くなるにつれて「小学

2 年以降」よりも人口密度は低い傾向にある．以上より，

地方部よりも都市部の方が子供の単独の行動を許す年齢

が早い傾向にあることがわかる． 

 

図-1 CIM2の許可状況別にみた交通安全に関する意識 

 

図-2 CIM3の許可状況別にみた交通安全に関する意識 

 

図-3 CIM4の許可状況別にみた交通安全に関する意識 

 

図-4 CIM5の許可状況別にみた交通安全に関する意識 

 

図-5 CIM6の許可状況別にみた交通安全に関する意識 

 

 

CIM2 CIM3 CIM4 CIM5 CIM6

⼩学1年未満 293 127 49 62 20

⼩学1年以降 887 500 107 183 32

⼩学2年以降 556 271 80 194 45

⼩学3年以降 940 664 263 654 120

⼩学4年以降 735 745 442 780 192

⼩学5年以降 307 535 577 549 245

⼩学6年以降 103 310 532 228 200

中学1年以降 503 1,172 2,274 983 3,470

その他 0 0 0 691 0

計 4,324 4,324 4,324 4,324 4,324

第 68 回土木計画学研究発表会・講演集



 

 4 

 

図-6 CIM2の許可状況別にみた防犯面に関する意識 

 

図-7 CIM3の許可状況別にみた防犯面に関する意識 

 

図-8 CIM4の許可状況別にみた防犯面に関する意識 

 

図-9 CIM5の許可状況別にみた防犯面に関する意識 

 

図-10 CIM6の許可状況別にみた防犯面に関する意識 

 

  

 

図-11 CIM2の許可状況別にみた人口密度の分布状況 

 

図-12 CIM3の許可状況別にみた人口密度の分布状況 

 

図-13 CIM4の許可状況別にみた人口密度の分布状況 

 

図-14 CIM5の許可状況別にみた人口密度の分布状況 

 

図-15 CIM6の許可状況別にみた人口密度の分布状況 
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6. まとめ 

 

本研究では，まちづくりを含め，極めて重要なテーマ

である CIMに着目し，日本における CIMの実態を明ら

かにするために，CIMに影響を及ぼす要因について検討

を行った．その結果，CIMに関する研究成果をレビュー

した論文 6)を参考に，「交通安全」，「防犯」との関係

性，そして，人口密度との関係性について，全国を対象

としたアンケート調査結果から明らかにした．なお，本

研究で対象とした要因以外にも「親の日頃の交通行動」

など CIM に影響を及ぼす要因を探ること，さらには複

数の要因の中で，相対的にどの要因の影響度が高いかな

どについては研究課題として残った． 
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